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センター名 ボウルアロー松原 
 

ボール名 

DHAWK ROAR 
 

投球者 栴檀 稔 P 日付 1/14/09 
   

 

レイアウト 

テストボール 
ボール名： DHAWK ROAR 

PAP⇒ピン： ４ 1/ 2 ｲﾝﾁ  

表面加工： 箱出し 
 

 

比較対象ボール 

ボール名： DHAWK 
PAP⇒ピン： ４ 1/ 8 ｲﾝﾁ 

表面加工： 1000 番ｱﾌﾞﾗﾛﾝ 

 

特性チャート  

 

 
総合評価  
 

手前の転がり感が良く、軌道のイメージはストロングアーク系です。 
ドライゾーンに入ったあたりからの動きにはキレのあるリアクションが感じられ、 
バックエンドではかなり大きく動きます。 
 
このボールは、ミディアムからヘビーコンディションに適しているようです。 
特に、オイリーコンディションにおいては、最大級の曲がり幅が得られ、ピンアクシ
ョンも前作より良く、タップの回数もかなり少なく感じました。 
 
またキャリーダウンに強いことも、このボールの魅力と言えるでしょう。 
 

株式会社 ダイフクキュービカエーエムエフ 
東京都港区芝２－１４－５ 芝千歳ビル 4階 
TEL.03-3456-2253 FAX.03-3456-2313 

60ft. 0ft. 15ft. 30ft. 45ft. 

ピンアクション 
 （内：悪・良：外） 

バックエンドの 

パワー持続 

（内：悪・良：外） 

安定感（内：悪・良：外） 

手前の転がり 

 （外：よく転がる・ 

すべる：内）   

スキッド

（外：長い・短い：

内）

曲がり幅  
（外：大きい・小さい：内） 

 ピン PAP CG バランスホール     マスバイアス 

当社の製品情報はホームページからご覧いただけます。 

http://www.dqa.co.jp/ � 

DHAWK ROAR DHAWK 


